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． 前 に求められる ラ  

東 薬 大学（本学）では、GI O s の が 理されて、

たな の や S BO s を大学 が 的に できる

ように された 2013 年の薬学 デル・

ラ （ M O D E L C O R E  C U R R I C U LU M  F O R  PH A R M A C Y 

E D U C A T I O N 2013M C C _ PE ）（1, 2）を に、2017 年 から

前学 および 前 を している。（図 1） 

2013M C C _ PE 前から 用している学生参 学 を

本とするために、 大で 名で した小 ルー

の 前 を 13 に って 120 （1 70 ）

の学 ラ が される（図 2）。 

この学 ラ では、 を 前に大学 で学

び、薬学 用 の に まらない、 の薬 に

を りも めた学 を め、学 の

で、物・ ・ ・情報・ といった薬 に必要な

一 の学 を する学 から されている。この

のためには、 名 学 に な小人数 のク

ルー 、 を学 にのせる学 ルー 、

にともなう 一学 の り しルー 化を にする

、 のための ・ 、 られた

の を考 した 的 、 学 の時 、といっ

た学 ラ 用の要となる時 ・ ・人的資 を

活用した な 前 とその 理により できる

ラ の が必要となる。薬学 ン

ー（本 ン ー）では、これら一 の 前 と学

ラ を している。 

 

．講義・ の学 に する学生 ルー け 

本学の の 前 では、参 学 を するために、 大 名の ルー での

LS が される。この ルー は、 学 ルー に され、 ルー が指 の

図 .2013MCC_PE の デル 

LS/SBOs の の を 式図化した  のラ ル
[a];SP 参 を した ー ン・ ール イ
[b];SP ール イ SBOs が まれる学 、 数の
LS が まれる 

図 .120 の 2019 年 図 
 
これらの に、日時・ ・ ・ を り けら
れる 本時 ッ で、この を学生はスケ ールに
わせて し学 する 
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スケ ールで に参 する。 ルー

は、重なり い LS で学 するが、学

態によって、 なった名 の な が必要

とされる。 S P 参 は７名 ルー 、 調

な を必要とする は、学生

のためにも、 ルー 名 にできる

人数の ルー 、 の一 化と

いったニー がある。そのため、名 得

の ニ ー ク ーだけで学 、 ルー

が な の に できる を

し、 で 用できるよう している。 

 

．講義・ の学 の れ ー  

LS の 用には、図 に される の や講義と

の をとる必要がある。 講義・ の 、

講義後に する が される調 、 の

の の提 、 の調 （ の

は、 資 の の ）、 の （

LS との重 調 ）、 の 調 、とい

った とそれ れの情報 理が必要である。これらの情報

は、 までの一 な「時 ・ ・人」の 理とな

り、一 の 体で必要である。 

 

． り て と り て 

講義・ で される学 ラ は、 の人的資

を する必要があるが、本 ン ーの人 名を、

・ 日時で、重なること く し、さらに本

ン ー および学 の 講 を必要な ての LS に

理する必要がある。そのために、 名の 、

が重なることのない LS の 、 ではない の

としての 、 本 ン ー ・ 講 の とい

った、 なる ン に する人的資 を、 的かつ重な

りを 的に ける 的に する を した。こ

の 、 、 き時 の な が数 化され、 な人

的資 の といった に てることができている。

この な 的な 理が、 くの を要する ラ

に、必要 である。図 5 は、講義・ LS の

図 5.講義・ LS のデー
クスの 図 

 
講義または の LS に 、 および
講 といった、 資 をデー クス化、
LS ー として情報を ッ 化している。こ
れをデー ースとして用いれば、LS 名・ ・

名を な の時 と き す 化の
ースとなる。 

図 3.学生 ルー け ステ  
 
学生の 修名 デー に、インデクスを

し、指 の 名 な に情報を
し によって、 態に

じた 名 を する 

図 4. LS の れを した ー
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デー を クス化してデー ースとして 用する

ための ス ー ー の 図である。 つの LS に

して 講義・ 数

（ 数） 講 が ー に記 され、 のデー

が ッ 化されている。 

 

．LS の および の  

講義・ は、まず図 6 に されている な

LS に する の が われる。この には、

LS の 必要 数が記 されており、 の

数を集 し を しながら が され

る。 に たっては、 ラ を本 ン

ー で め、その LS の意図、他の LS との や

な が され、 やその意図を で 意して

される。その時の や今後の継 が記録され、 年 の に活かされる。この

が されれば、 の時 重なり、 の重なり LS に必要な 時 も

した時 （ 資 が い はでるだけ 後

に ） 学生 ルー で り される LS ー

ン （ 資 の を考 して） LS の とその

（監査は調 LS の 後に な ） といった

を考 して 図 4 で された学 のフ ー ー

を描きながら 図 2 で される な時 の が

される。 には 用の ツール（ め用意

された を ク 化した ー を 在に時

の にはめ のできる ー U R L の を参

）で に を させ する講義・ の

を しながら で しながら

の ン ン スを得て される を して

いる。 

 

．時 生 デー ースの  

本 ン ーでは、講義・ LS と 情報を 的に

情報 理し ラ の を 的に でき

る に している。これらの をツール化するため

E x c el の デー ースとして し、一 理する

を した。図 で された講義・ の LS

の ス に、時 を るために必要な情報要

図 6.講義・ LS の  
 
講義または の LS に 、 および 講

といった、 資 をデー クス化、 LS
ー として情報を ッ 化している。これをデー
ースとして用いれば、LS 名・ ・ 名を な

の時 と き す 化の ースとなる。 

図 8.LS デー クス 
 
デー クスを し、時 まで 化

する 図 

図 7.LS の  
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は、 までの一 な「時 ・ ・人」の 理とな

り、一 の 体で必要である。 
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・ 日時で、重なること く し、さらに本
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をさらに して情報 体を し、

図 で された情報 ー

できる に デー ー き

す を したのが図７に

された ・ 式図である。この

では のデー を い

この デー ースでは ー を

ルの や情報 といった

数の ラ ン によって情

報 している。図８は この

念を のデー で した 2019 年

ラ で された ー

をそのまま した図である。 説

すると ー [a]から[b ]に情報が

され ここに き まれた LS の

（ [d]）が ー [c ]（時 な ） き されて[e]（ ） が情報

ーされ 一 の LS の 名 （本 ン ー その他 講 ） 講義・

といった に必要な 情報が 記 ・ されて する を図 し

ている。図 9 には ラ の を り して しており ー [a]（ ）の情報

が 時 上の LS の の ッ （ [c ]）で に 記 ・ される を している。

120 の情報に 二重 が きないよう 点 [d]で される で 体と する

ラ が を できるように ス を さ

せおり ここを すれば二重 や の時に に「 A LE R T

」で されるので 意図する を に および修 ができる。 

図 10 は 上の 理 ステ を集 した で の

ランスや LS の 人 資 を 理できる を

だ である。 

上の に 前 は くの を り い ラ 上の

講義・ LS ランスや それを する 数の の一

した 理が必要で これらを ステ する が めて重要

である。本学では 本 ン ー で が ステ の開 から 用を

めているが これらは本学 体 で一 的に われる き

ステ と考 られ 本学の の の一 であるとい る。 

R f． 

1）  ,  フ ル , 778-783 50-8,  2014 

2）http://www.phc at.or.jp/? page_ id= 251 

：図 の公開 U R L：http://www.ps.toyaku.ac .jp/~ hamada/2019kiyo/ 

図 9. デー クスからの  

の デー が、時 に される 。 をすれ
ば、 き で時 フォー に される。 

図 10. の ス  

LS に された の 数を
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